
 

トラブル解析や⼯場でのインライン評価などにも広く使⽤されている⾚外分光法。本セミナーでは FTIR の基礎に加えて、異物分析を代
表とするトラブル解決の現場での実践活⽤テクニックやノウハウを中⼼に、サンプリングから実際の分析操作、スペクトル解析におけるポイン
トまでを実例を挙げながら解説します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

形式︓オンラインセミナー（Live 配信） 補⾜︓ 【⾒逃し配信】はありませんので、ご注意ください。リアルタイムでのご受講をお願いします 

ジャンル︓化学・材料 講習会コード︓ t d s 2 0 2 6 1 1 1 1 m 1 

<プログラム> 
 

⼤⼿化学メーカー、電器メーカー、化学系ベンチャーでの研究開発とマネジメントに従事。現在はベンチャーから上場企業まで様々な業種の顧問や技術コン
サ ル タ ン ト と し て 、 研 究 開 発 、 製 造 に お け る 課 題 解 決 か ら 、 戦 略 策 定 、 ⼈ 事 研 修 な ど の ⼈ 材 育 成 な ど を ⾏ う （ 講 師 HP ︓
http://analysis.ikaduchi.com）。また、学会等での招待講演や国プロにおけるキャリア形成プログラムの講師なども⾏っている。 

講 師︓ ジャパン・リサーチ・ラボ 代表 博⼠（⼯学） 奥村 治樹 ⽒ 

FTIR の基礎と異物分析への実践応⽤テクニックとコツ・ノウハウ 

●⽇ 程 2026 年 11 ⽉ 11 ⽇（⽔） 10︓30 〜16︓30  
●受講料 36,300 円（税込）      ※本講座は早期申込割引の対象外です 

 

１．【⾚外分光法の基本原理と特徴】 
1）分光分析における吸収の定義、観察領域 2）吸光度スペクトルと透過スペクトル 
3）振動モード  4）気体と液体・固体の違い 
5）⾚外分光法の⻑所・短所 6）⾚外分光法による評価 

２．【代表的な測定法】 
1）透過法  2）全反射法（ATR） 
3）反射法  4）拡散反射法 
5）その他  6）主な測定法のまとめ 
7）顕微⾚外 

３．【⾚外スペクトル】 
1）⾚外スペクトルの概要 2）主な振動モード、主な吸収帯 
3）イオン性官能基の吸収帯 4）⾚外分光の構造敏感性 
5）指紋領域の利⽤  6）カルボニル基の判別 
7）スペクトルサーチ  8）検索結果の間違い例 
9）スペクトルサーチのコツ 10）差スペクトル 
11）混合解析  12）系統解析 
13）帰属の考え⽅ 

４．【定量分析】 
1）検量線法  2）検量線法が適⽤困難なケース 
3）ピーク強度⽐法  4）内標準法 
5）誤差要因 

５．【⼤気成分補正】 
６．【測定条件】 
1）積算回数と分解能 2）積算回数の考え⽅ 
3）誤差要因 

７．【スペクトル処理】 
1）ベースライン補正  2）スムージング・補間 
 

3）ベースライン  4）ピーク⾼さと⾯積 
5）⾃動処理の注意点 

８．【混合物の解析】 
1）差スペクトル  2）ピーク分離 
3）ATR 法における差スペクトル 4）他⼿法との組み合わせ 

９．【異物・微⼩部】 
1）顕微⾚外分光法  2）顕微透過法 
3）顕微 ATR 法  4）マイクロサンプリング法 

10．汚染・付着物 
1）差スペクトル（透過・ATR） 2）ATR 転写法 
3）その他の⽅法 

11．⿊⾊試料 
12．⾼次構造 
13．FTIR における注意点 
1）異常分散  2）試料変形の影響 
3）試料配置の影響  4）KBr 錠剤法の落とし⽳ 
5）粉体測定  6）⼲渉縞抑制 

14． 実例 
1）フィルム上汚染  2）表⾯変質層 
3）基板上シミ  4）フィルム内部異物 
5）配線上異物  6）フィルム上異物 
7）ハジキ分析  8）混合物分析 

15．【まとめ】と質疑 
 

＜習得知識＞ 
✔FTIR の基礎知識    ✔各種測定⽅法   ✔スペクトル解析の考え⽅ 
✔スペクトルサーチのコツ    ✔異物分析テクニック 

＜講演概要＞ 
⾚外分光法は主に有機化合物の化学構造や⾼次構造の解析⼿段として研究・開発だけでなく、トラブル解析や⼯場でのインライン評価などにも幅広く

⼀般に使⽤されています。中でも、顕微⾚外装置の⾼性能化で製品トラブル等の原因究明、特に異物分析においては⽋かすことのできない⼿法となってい
ます。装置やソフトウェアの進歩で従来に⽐べて測定は容易になっている反⾯、少し難しい状況になってしまうと、どのように測定・解析を⾏っていけば良いか
分からず⾏き詰ってしまうケースが頻発しています。特に、トラブル解析、異物分析ではサンプリング等を含めて様々な状況に対応しなければなりません。また、
解析においてもスペクトルサーチでヒットするかどうかで決まるというような状況も⽣まれています。 

本講座は、⾚外分光法の基礎を解説すると共に、異物分析を代表とするトラブル解決の現場での実務実践活⽤のおけるテクニックやノウハウを中⼼とし
ています。サンプリングから実際の分析操作やスペクトルの解析について、様々な異物や汚染等を想定した豊富な事例を紹介しながら、現場実務での使⽤
における測定技術や応⽤技術、コツ・ノウハウを解説します。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

お申込について 
① 以下のいずれかの⽅法でお申込みください 
 
 
 
 
 
 
 
 
② お申込受付後、受付完了のご連絡（メールまたはお電話）をいたします 
③ 請求書等をお送りいたします 
＜注意＞ 
① お申込後１週間たっても受付完了の連絡がなかった場合は、お⼿数ですが、弊社までご連絡ください 
② 開催⽇の 7 ⽇前以内のキャンセルはお受け致しかねます。必要に応じ代理の⽅のご出席をお願いいたします 
 
お⽀払について 
＜期⽇＞ 
受講料は講習会開催⽇の翌⽉末⽇までにお⽀払いください 
※期⽇までに間に合わない場合は、対応いたしますのでご⼀報ください 
＜⽅法＞ 
①銀⾏振込（振込⼿数料は御社にてご負担願います）  
②クレジットカード（⽀払⽅法はメールでご案内します） 

 

主 催 
申込・問合先 

名 称 株式会社テックデザイン（ https://www.tech-d.jp/ ） 
住 所 〒102-0072 東京都千代⽥区飯⽥橋 1-12-15 九段⼤和ビル 3 階 
電 話 03-6261-7920 FAX 03-6261-7924 

E-mail entry@tech-d.jp （申込） /  info@tech-d.jp （問合） 
 

【お振込先】 
振込先銀⾏ 三井住友銀⾏ 

⽀店 多摩センター⽀店（909） 
⼝座番号 (普) ０９７３５２２ 

名義 株式会社テックデザイン 

A FAX  上記に必要事項をご記⼊の上、送信ください 

B E-mail 
送信先︓entry@tech-d.jp 
メール本⽂に＜①【申込講座】 ②【会社名】 ③【所在地】 ④【⽒名】 ⑤【所属】 ⑥【Email】 ⑦【TEL】 
⑧【⽀払⽅法】、⑨【⽀払予定⽇】＞をご記⼊の上、ご送信ください 

C Web https://tech-d.jp/ の各講座のページからお申込みください 

 

＜お申込要項＞ 
下記に必要事項をご記⼊の上、FAX にてお申込みください （※は必須です） 

申込講座 2026/11/11 FTIR の基礎と異物分析への実践応用テクニックとコツ・ノウハウ 
受講プラン 

（複数ある場合） 
 

会社名※  

所在地※ 

（請求書等の送付先） 

〒 

参加者① 

⽒名※  TEL※  

所属※ 
 FAX  

役職  
Email※  @  
会員登録 □ 登録する    □ 登録しない   （登録料・会費はかかりません。お得な割引や会員イベント情報等を配信します） 

参加者② 

⽒名※  TEL※  

所属※ 

 FAX  
役職  

Email※  @  
会員登録 □ 登録する    □ 登録しない   （登録料・会費はかかりません。お得な割引や会員イベント情報等を配信します） 

⽀払⽅法※ □ 銀⾏振込（紙請求書） □ 銀⾏振込（PDF 請求書） □ カード⽀払い  □ 未定のため後⽇連絡する 

⽀払予定⽇※ □［    ］⽉［    ］⽇ごろを予定している    □未定のため後⽇連絡する 

備考※ 
 

※【個⼈情報の取扱いについて】 ご記⼊された個⼈情報については、当社規定の「個⼈情報の取扱い」に基づき、適切に管理・運 
⽤いたします（詳細 https://www.tech-d.jp/privacy/apply̲privacy.pdf ）。 

 

FAX 
03-6261-7924 

 


